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今年度 2回目の土曜授業は、学年ごとの活動

になりました。どのような活動だったのか紹介

します。 

DIG 訓練とは災害図上訓練のことで、災害時

に想定される危険について、地図に書きこみな

がら、防災対策について考える防災訓練です。

２年生が地域ごとに分かれてグループをつくり、

その中に地域の方も参加して訓練を行いました。 

このときのようすは６月１１日付けの中日新聞

にも掲載されています。 

 ２年生の生徒の感想の一部を紹介します。「地

域の方と一緒に活動をして、記憶に残るような

災害は経験していないけど、地域の方はたくさ

んの経験をしていて、僕たちの知らないことを

たくさん話していただき、とてもいい経験にな

りました。」「現在少子高齢化が進んでいて、避

難するときには、私たちが高齢者の方をリード

しなければいけないし、こうやって地域の危険

な場所を知ることができてよかったです。」「私

の住む地域は山が多く、土砂災害が起きそうだ

とは思っていたけど、地域の方から土砂災害だ

けでなく、浸水が起きたこともあると聞いて驚

きました。いろいろな災害を想定して訓練を行

うことが大切だと思いました。」 

 

 地域包括支援センター東部の施設の方、介護

保険相談センターすこやかの施設の方を講師と

してお招きし、認知症サポーター講座を行いま

した。講師の方からは、認知症についてのさま

ざまな話を聞くことができました。その中でも、

認知症の方が感じる「生きづらさ」が、日常生活

を送る難しさにつながり、それらに対して施設

の方が支援を行っていることがわかりました。 

３年生は、岐阜東高校、各務原高校、関商工高

校、城南高校の先生がおみえになり、それぞれ

の高校の特色や高校生活のようすなどを話して

いただきました。高校説明会は第２回も計画を

しています。また、夏休みに入ると高校見学会

も始まります。高校のようすについて聞いたり

見たり体験したりすることは、進路選択におい

ても重要なことです。より多くの情報を得るこ

とをこれからも大切にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校の教育目標〉 

 自立共生  
自ら 仲間と共に よりよく 

土曜寺子屋のお知らせ 
 ６月２４日（土）１３時３０分から、東部

コミュニティセンターで土曜寺子屋が開催

されます。 

お昼の放送で勝野先生からの話があった

ように、中間テストが終わりましたが、テス

トの取り組み、当日のテスト、そしてテスト

の振り返りを含めて、中間テストとしてとら

えることが重要です。土曜寺子屋を活用し

て、テストの振り返りをしてはどうでしょう

か。時間があれば、ぜひ土曜寺子屋に参加し

てみましょう。 


